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本日の会議に付した事件 

 

 

第１回山元町議会定例会 （第１日目） 

平成２３年 ３月 ２日（水）午前１０時 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 提出議案の説明 

 議案第 ３号 亘理地域介護認定審査会特別会計条例 
 議案第 ４号 山元町児童福祉施設運営審議会条例の一部を改正する条例 
 議案第 ５号 山元町放課後児童クラブ設置に関する条例の一部を改正する条例 
 議案第 ６号 山元町情報公開条例の一部を改正する条例 
 議案第 ７号 山元町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 
 議案第 ８号 山元町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
 議案第 ９号 山元町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 
 議案第１０号 山元町企業誘致推進条例の一部を改正する条例 
 議案第１１号 山元町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例 

 議案第１２号 山元町道路線の認定について 
 議案第１３号 山元町道路線の廃止について 
 議案第１４号 平成２２年度山元町一般会計補正予算（第１０号） 
 議案第１５号 平成２２年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 
 議案第１６号 平成２２年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 
 議案第１７号 平成２２年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 
 議案第１８号 平成２２年度山元町水道事業会計補正予算（第３号） 
 議案第１９号 平成２２年度山元町下水道事業会計補正予算（第３号） 
 議案第２０号 平成２３年度山元町一般会計予算 
 議案第２１号 平成２３年度山元町国民健康保険事業特別会計予算 
 議案第２２号 平成２３年度山元町後期高齢者医療特別会計予算 
 議案第２３号 平成２３年度山元町介護保険事業特別会計予算 
 議案第２４号 平成２３年度亘理地域介護認定審査会特別会計予算 
 議案第２５号 平成２３年度山元町水道事業会計予算 
 議案第２６号 平成２３年度山元町下水道事業会計予算 

 請願第 １号 「住宅リホーム助成制度」に関する請願 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（佐藤晋也君）ただいまから、平成２３年第１回山元町議会定例会を開会します。 
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これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（佐藤晋也君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１１７条の規定により、１２番後藤正幸君、

１４番齋藤慶治君を指名します。 

                                             

議 長（佐藤晋也君）日程第２．会期決定の件を議題とします。 

事務局長にお手元に配布しております会期日程（案）を朗読させます。 

〔会期日程（案）は別添のとおり〕 

議 長（佐藤晋也君）お諮りします。本定例会の会期は会期日程（案）のとおり、本日から３月２

２日までの２１日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（佐藤晋也君）異議なしと認めます。よって本定例会の会期は本日から３月２２日までの２

１日間に決定しました。 

                                             

議 長（佐藤晋也君）これから議長諸報告を行います。事務局長にお手元に配布しております報告

書を朗読させます。 

〔議長諸報告書は別添のとおり〕 

議 長（佐藤晋也君）これで議長諸報告を終わります。 

                                             

議 長（佐藤晋也君）これから永年在職議員として地方自治の発展に尽力された功績が認められ、

全国町村議会議長会並びに宮城県町村議会議長会会長から表彰の栄によくされました佐

山富祟君、齋藤慶治君、佐藤晋也君に山元町議会先例第１５１番により表彰状の伝達を

行います。１０番佐山富祟君、１４番齋藤慶治君、佐藤晋也君、演壇前にお進み願いま

す。 

〔伝達〕 

〔表彰状は別添のとおり〕 

議 長（佐藤晋也君）これで表彰状の伝達を終わります。 

                                             

議 長（佐藤晋也君）日程第３．これから平成２３年度予算編成方針並びに提出議案の説明を求め

ます。 

      この際、議案第３号から議案第２６号までの２４件を一括議題とします。 

町長、齋藤俊夫君登壇願います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい。本日、ここに、平成２３年第１回山元町議会定例会が開会され、平成

２３年度山元町一般会計当初予算案をはじめ、各種提出議案をご審議いただくにあたり、

町政運営の考え方並びに各議案の概要等をご説明申し上げ、併せて、議員各位の御理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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はじめに、私は、昨年４月の町長選挙において、多くの町民の皆様に再生・リフレッ

シュ、賑わいと活力の創造を実現するため、６つの柱を核とした２４の具体的な政策を

選挙公約としてお示しいたしました。 
そして町長に就任以来、公約実現のためには、まず足元をしっかり固めることが必要

であるとの認識から、役場内の立て直しに取り組んで参りました。 
職員とのコミュニケーションを図り、私の考え方を浸透させるとともに、職員が意欲

を持って仕事に取り組めるよう、人事評価制度の導入やインターネット環境整備など情

報収集体制の強化等により、町内最大のサービス機関であり、最大の情報機関である役

場組織の再構築を図って参りました。 
こうした体制整備をしながら、これまで行財政改革、事務・事業の見直しを行い、選

挙公約の実現に向け、９つのプロジェクトを立ち上げ、それぞれの施策について庁内で

横断的に協議・検討を重ねるなど、職員一丸となって取り組んで参りました。 
２年目となる平成２３年度は、先の臨時会でお認め頂いた課題解決型の再編組織をも

って公約を順次実現すべく、積極的かつ、思いやりのある当初予算案を編成したところ

であります。 
また、行財政改革や財政健全化の観点からも、従来の事務・事業の総点検を行い、内

部事務経費の削減にも努め、極力、限られた財源を住民サービスに振り向けられるよう

心がけたところでもあります。私にとりまして初めての新年度当初予算案をご審議いた

だきますが、町民の負託に応えられるよう誠心誠意、全力で町政発展のために取り組ん

で参る決意でありますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 
さて、昨年末に発表された平成２２年国勢調査の速報値によりますと、本町の人口は

１６，７０８人となり、前回の平成１７年国勢調査時より１,００５人減少し、平成１２
年調査時の１８,５３７人をピークに２期連続１０年間で、合わせて約１,８００人の減
少となりました。 
このように、少子化をはじめとする人口減少傾向は、本町の活力を確実に低下させて

いくと見込まれ、町の存亡にかかわる重大な問題であると認識を新たにしているところ

であります。 
加えて、長引く不況による地域経済の低迷やこれに伴う税収減など、本町を取り巻く

社会経済情勢は一段と厳しさを増しており、雇用確保の緊急対策を含め、企業誘致など

の中長期対策や、今後増大が見込まれる超高齢社会の行財政需要への対応など喫緊の課

題は山積しております。 
こうした現状と課題をふまえ、活力を取り戻し、将来が展望できる町にするためには、

喫緊の課題への短期的な取り組みのほか、中長期的な視点による将来への投資にも同時

に配慮する必要があります。 
しかも、その投資は持続可能で健全な財政運営の範囲内である必要があることから、

集中と選択の視点で真に必要なものを見極め、公約実現、行政水準の維持向上に資する

ものに集中して取り組んで参ります。 
次に、以上の現状分析をふまえた、当初予算編成にあたっての基本的な考え方につい

て申し上げます。 
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まず、本町の財政状況でありますが、主な財政指標や財政健全化指標は、着実な行財

政改革の取り組みにより改善傾向にあります。しかしながら、ここ数年の回復は、国の

経済対策による財源の増や投資的経費の選択と集中によるもので、根本的な財政状況の

好転とは評価できないと判断されます。 
また、政策的事業以外で今後、義務教育施設の整備をはじめ、各公共施設の耐震対策

や老朽更新事業等に多額の財政需要が見込まれております。 
健全財政を維持しつつ、年々漸増する社会福祉関連経費や、政策的事業に要する経費

の財源を確保し、更に現有の各公共施設更新等に係る経費の財源も確実に確保するため

には、これら更新経費等の財政需要をいかに平準化するかが、財政運営上の課題となっ

ております。 
次に、主たる歳入についてでありますが、国の平成２３年度の経済見通しによると、

国内経済は、急速な円高の進行や海外経済の減速懸念等、先行リスクがありつつも、リ

ーマンショック後の経済危機を克服し、外需や政策による需要創出、雇用の下支え効果

等により持ち直し、成長の好循環に向けた動きが進むと分析されております。 
しかし、本町の一般財源である町税収入においては、国の経済見通しとは異なり、景

気後退の影響を受け、個人給与所得の減少、固定資産税も地価下落等により減収と見込

んでいるところであります。 
国の地方財政計画では、地域活性化や雇用確保、子育て施策等に継続して取り組む必

要性から、平成２２年度の水準を下回らないよう、所要需要額を増額確保するとされて

おります。これにより主要な一般財源である地方交付税は、増額が期待されるところで

ありますが、具体的な需要額算定にあたっては、平成２２年度国勢調査人口が適用され

ることから、本町においては約１，０００人の減少による影響額を考慮した結果、普通

交付税は前年度同額程度に相殺されると見込んでおります。 
このように本町の一般財源は減少傾向にあり、投資的経費や政策的経費に充当できる

一般財源は限られてくることから、財源確保対策として、凍結していた臨時財政対策債

の発行を再開するとともに、財政調整基金を取り崩すなどの措置をとる必要があります。 
また、歳出についても、以上のように一般財源の総額は限られることから、喫緊の課

題に対処する経費や中長期的課題解決のための投資的経費に区分するとともに、更にそ

の対象分野等の絞込みを行い、公約の中でも特に、少子化対策、高齢化対策、交流拠点

整備を最優先施策と位置づけたところであります。 
それでは、議案第２０号、平成２３年度山元町一般会計予算（案）について、その概

要をご説明申し上げます。 
はじめに、歳入予算（案）の概要について、ご説明申し上げます。 
まず、町税は、１２億４，９００万円、構成比２１．８パーセントで、対前年度比３.

０パーセントの減と見積もっており、その主な減収の要因は、個人住民税の３，９００

万円の減や固定資産税の１，１００万円の減の見込みによるものであります。 
地方譲与税関係は、８，２００万円、構成比１．４パーセントで、対前年度比７．８

パーセントの減と見積もっており、その主な減収要因は、自動車重量譲与税の５８０万

円の減の見込みによるものであります。 
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地方交付税は、２３億３，０００万円、構成比４０．６パーセントで、対前年度比１．

８パーセント増と見積もっております。内訳としては、普通交付税は地方財政計画の伸

びが加わるものの、国勢調査の人口減を加味すると、前年度同額の２２億２，０００万

円と見込み、特別交付税は、実績ベースで試算した結果、４，０００万円の増額と見込

んでおります。 
国・県支出金は、８億７，３００万円、構成比１５．２パーセントで、対前年度比３

６．９パーセントの増と見積もっております。その主な増収の要因としては、子ども手

当国庫負担金が２，４００万円の増、社会資本総合整備交付金が１，９００万円の増に

加え、静和会に係る地域密着型介護老人福祉施設整備に係る県補助金１億７，７００万

円の増によるものであります。 
その他収入は、４億２，１００万円で、主なものとして、常磐自動車道建設に伴う文

化財発掘委託金が前年度比約１億円の増となっております。 
地方債は、１億２，０００万円、構成比２．１パーセントで前年度対比５２６．０パ

ーセントの増であり、これは財源の不足を補うため、臨時財政対策債を１億円発行する

ことによる増であります。 
繰入金は、５億３，２００万円、構成比９．３パーセントで前年度対比４８．４パー

セントの増であり、その主なものは、財政調整基金の取崩し１億６，１００万円の増に

よるものであります。 
次に、歳出予算（案）における公約に係る主要な施策の概要について、順を追ってご

説明申し上げます。 
まず、公約の中で優先的な取り組みについてご説明申し上げます。 
第１に、少子化対策としての福祉施策等の推進について申し上げます。 
はじめに、子育て支援については、新たに、子宮頸がんや細菌性髄膜炎、小児肺炎を

予防するため各種ワクチン接種の拡大を図るとともに、健やかな妊娠と出産のために、

昨年に引き続き１４回の妊婦健康診査に係る費用全額を助成して参ります。 
また、乳幼児の医療機会の確保及び、子育て世帯における経済的負担の軽減を図るた

め、従来の乳幼児医療助成制度では、未就学児までであった対象範囲を、小学校１年生

から中学校３年生までに拡大し、入院費用を新たに助成の対象にして参ります。 
さらに、保育や教育環境の整備のため、北保育所及び中浜小学校並びに、山下第一小

学校において、園庭及び校庭の一部芝生緑化に取り組んで参ります。 
次に、婚活施策として、新たに縁結び仲人を公募・登録し、縁談成立した際に奨励金

を交付するとともに、商工会等が出会いの場を創出する事業に助成するなどに取り組ん

で参ります。 
定住促進支援施策としては、従来の住宅取得奨励事業補助限度額を１．５倍に増額す

るとともに、子育て世代のニーズを踏まえ、居住スペースに合わせた段階的な助成額の

引き上げを行うなど、民間賃貸住宅建設支援事業を拡充し、民間活力を活かした若者向

け住宅の供給にも取り組んで参ります。 
第２に、高齢化対策としての福祉施策等の推進について申し上げます。 
慢性化している高齢者福祉施設入所待機者の解消に向けた取り組みとしては、社会福
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祉法人静和会が、平成２４年４月に開設を予定している「地域密着型介護老人福祉施設」

の建設に対し、国・県の補助金に加え、町としても独自の嵩上げ助成や施設周辺の道路

整備など直接・間接的に支援策を講じて参ります。 
さらに、経験、知識等が豊かなシルバー人材層の活躍の場の提供・紹介をする拠点と

して、シルバー人材センターの設立に向け、検討して参ります。 
第３に、地域活性化としての交流拠点整備に対する取り組みについて申し上げます。 

まず、町外からの来町者を増加させる交流拠点整備に係る事業としては、深山山麓少年

の森の広場を芝生緑化するなど機能強化を進めるとともに、南側の農地に春にはクロー

バーやなたね、秋には蕎麦等を作付ける花畑モデル事業など景観形成事業を支援し、さ

らに山元の四季の魅力に触れられるイベントを季節毎に開催して、集客力の向上に取り

組みます。また、これらの取り組みに併せ、直売機能など地域農業経済の刺激策も検討

して参ります。 
次に、町指定文化財茶室等の整備につきましては、まず大手門の修復に取り組むとと

もに、施設案内のボランティアを併せて育成し、交流拠点の整備に取り組んで参ります。 
さらに、牛橋公園につきましても、駐車場の拡張など利用者ニーズに合わせた整備に

取り組んで参ります。 
観光振興においては、山元インターチェンジ周辺や夢いちごの郷に町内観光施設等案

内板を設置し、観光行楽客のスムーズな誘導を図って参ります。更に、イメージキャラ

クターホッキーくんの着ぐるみを製作し、各種イベント等での活用を図りながら、町の

ＰＲに努めて参ります。 
その他、季節毎の交流人口増を図るためのイベント充実策として、磯浜海水浴場内に

ビーチバレーボールコートを開設し、海水浴場との相乗効果による集客力の向上を図る

とともに、サーフィンのメッカとなっている笠野海岸を活用し、交流人口を増加させる

ため、競技会の開催に協賛するなど、新たな交流拠点づくりに取り組んで参ります。 
次に、その他の公約に係る主要な取り組みについて御説明申し上げます。 
第１に、亘理地域の一体的発展を目指した亘理市の実現でありますが、まず、町内に

おける合併機運を高めることが重要であり、講演会の開催などの取り組みを進めて参り

ます。 
第２に、富県宮城の一翼を担う産業の振興であります。 
まず、既存企業の育成支援の取り組みでありますが、農業分野においては、耕作放棄

地を再生するため、国の制度に呼応し、町独自の助成制度を設けるとともに、みやぎ水

田農業改革支援事業として、景観形成を兼ねた蕎麦の作付拡大をするため、資機材調達

等に要する費用の一部を助成して参ります。 
さらに、農作物の新たなブランド化と畑地耕作放棄地の解消のため、いちじくの産地

化奨励事業に取り組んで参ります。また、特産品いちごについても、作付面積拡大や集

出荷量増大と併せ、宮城県独自ブランドもういっこの作付面積拡大支援のため、パイプ

ハウスの増改築に助成する園芸特産重点強化整備事業にも取り組んで参ります。 
商工分野では、新たに町経済の活性化を図るため、住宅リフォーム助成事業補助金を

創設し、町内建築関連業者等の受注機会の拡大支援に取り組むとともに、まごころ商品
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券による地域内消費拡大など、地産地消の推進と地域商店の振興を図るため、山元町商

業協同組合が事業主体となる期限付き割増商品券発行事業に助成して参ります。 
次に、企業誘致の推進施策については、新たに用地取得費に対する助成をするととも

に、要件を緩和するなど従来の企業誘致優遇制度等を拡充し、積極的な誘致活動に取り

組んで参ります。 
その他、地産地消の推進施策については、学校給食に地場産品の導入拡大など食を通

じて、心身ともに元気な体を維持することを目的とする食育と併せ、その推進を図って

参ります。 
第３に、地域活性化に対する取り組みについて申し上げます。 
企業誘致や住宅整備のためのインフラ整備施策としては、町道東街道線や県道亘理相

馬線、国道６号など南北軸の主要幹線と接続する、東西軸の町道幹線の整備促進に取り

組んで参ります。 
また、山下・坂元駅前整備関連については、駅利用の利便性向上と町の玄関口の整備

を目的に、まずＪＲ山下駅前広場のロータリー化実現に向けた整備計画等の策定に取り

組んで参ります。 
第４に行財政改革関係施策につきましては、税収確保、収納事務のスリム化を目的と

して、口座振替制度の利用促進キャンペーンを実施して参ります。 
第５に安全・安心を確保する基盤整備と危機管理強化施策については、浜通り地区の

排水対策である県営牛橋かんがい排水事業の負担金を措置するとともに、県に対し引き

続き、早期完成を要望して参ります。また、組織再編により設置する危機管理専門監を

中心とした危機管理体制の強化に取り組んで参ります。 
続いて、公約関連以外の課題解消等に対する取り組みについてご説明申し上げます。 
まず、みやぎ環境税事業交付金を活用し、通勤・通学路などの幹線道路にＬＥＤ防犯

灯を設置・更新する事業に新たに取り組むとともに、昨年度に引続き有害鳥獣による農

作物への被害軽減を図るため、農家が自ら設置した電気柵などの被害防止対策について、

その一部を助成して参ります。 
常磐自動車道建設予定地内の発掘調査については、平成２６年度開通に支障がないよ

う取り組むため、任期付き職員を採用し、関係機関との綿密な連絡体制のもと効率的な

調査に努めて参ります。 
次に、多発している農免農道と各町道交差点付近の事故防止対策でありますが、事故

発生率の高い交差点を優先に、安全対策に取り組んで参ります。更に、高齢者の安全運

転技術の向上に関する講習会の参加費を助成して参ります。 
また、生活環境の向上を図るため、公共性の高い私道等の整備を促進する私道等整備

事業補助金を創設し、一定基準以上の私道整備に係る費用の一部を助成して参ります。 
さらに、現有公共施設の更新を計画的に進め、財政負担の平準化を図るため、本庁舎、

公営住宅及び、橋梁等の長寿命化対策に取り組んで参ります。中でも、危険物施設であ

る地下燃料タンクについて、消防法改正や昨年の灯油漏洩事故の教訓を踏まえ、２３年

度から計画的に地下式を地上式に更新する事業に取り組んで参ります。そのほか、大規

模改修事業として、老朽化による本庁舎の非常照明用充電装置の更新、中央公民館大ホ
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ール空調設備の更新及び、小中学校の保健室や職員室などにエアコンの整備、更に体育

文化センターのトイレの洋式化とバリアフリー化に取り組んで参ります。 
教育分野における取り組みでは、坂元小学校の講堂について、耐震診断調査結果等を

ふまえ、改築に向け実施設計に着手するほか、施設の老朽対策と行財政改革の計画に基

づき、山下第一小学校の給食調理室を山下第二小学校に集約するための改修に取り組ん

で参ります。 
また、学力向上対策につきましては、学力向上推進委員会を設置し、教職員の資質向

上のための研修会の開催や、家庭学習の手引書を作成し、活用を図って参ります。 
そのほか、山元町ふるさと振興基金を活用し、本町における音楽活動を活かした独創

的なまちづくりを推進するため、山下中学校吹奏楽部の楽器整備を支援して参ります。

併せて補助金制度を創設し、行政区やＮＰＯ法人等が取り組む先導的なまちづくり活動

を支援して参ります。 
債務負担行為につきましては、住民記録システム等改修業務委託に要する経費、中学

生海外派遣事業業務委託に要する経費、中小企業振興資金の融資に係る損失補償に要す

る経費について、それぞれ、期間及び限度額を定めるものであります。 
以上、施策の主な内容についてご説明を申し上げましたが、平成２３年度当初予算（案）

は、平成１７年度以降の自立のまちづくりに向けた取り組みとしては最大規模となって

おり、歳入歳出総額は５７億４，３００万５，０００円と、前年度当初予算額と比較し、

６億３９４万４，０００円、約１１．８パーセントの増であります。また、骨格予算で

あった前年度当初予算に、政策的経費を追加した６月補正予算額と比較し、５億７，１

００万円、１１．１パーセントの増となっております。 
続きまして、各種特別会計の予算案並びに主要施策の内容等についてご説明を申し上

げます。 
議案第２１号、平成２３年度山元町国民健康保険事業特別会計予算（案）について申

し上げます。 
国民健康保険制度は、主に自営業者や農林水産業に従事する方を被保険者とする医療

保険制度として創設され、他の医療保険に属さない全ての方々が加入する制度でありま

す。本町の国民健康保険被保険者数は、平成２１年４月時点の５，６３４人をピークに

減少傾向にあり、総人口の減少と同様となっております。その反面、前期高齢者である

６５歳以上被保険者数の減少率は、全体の減少率３．２パーセントに対し１．３パーセ

ントの減少であり、被保険者の構成は高齢化を反映した状況にあります。 
このことを踏まえながら、国民健康保健事業につきましては、独立採算を原則としな

がらも加入者負担を少しでも緩和することと併せ、生活習慣の乱れなどからくる高血圧

症、高脂血症いわゆるメタボリック症候群等の早期発見・早期治療を目的に保健事業を

展開しなければならないと考えております。このため、健康維持・増進を目的に取り組

んでいるダンベル体操、ノルディックウォーキング等の特色のある活動が自主的に展開

されておりますので、健康に対し更なる意識の高揚につながるよう、引き続き、その活

動を支援して参ります。 
ご提案申し上げます平成２３年度山元町国民健康保険事業特別会計予算（案）は、歳
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入歳出総額２０億８，７７１万７，０００円で、平成２２年度当初予算と比較しますと

５，３３５万５，０００円、２．６パーセントの増加であります。 
議案第２２号、平成２３年度山元町後期高齢者医療特別会計予算（案）について申し

上げます。 
平成２３年度で４年目を迎える後期高齢者医療制度は、政権交代に伴い現政権のマニ

ュフェストにおいては、本制度の廃止による医療制度全体の抜本的改正が掲げられ、現

在、「高齢者医療制度改革会議」において、方針及び方向性について検討がなされている

状況にあります。 
このような中、当面は引き続き現行制度で運用されることになっておりますので、今

後とも、きめ細やかな対応に心がけて参ります。 
ご提案申しあげます平成２３年度山元町後期高齢者特別会計予算（案）は、歳入歳出

総額１億７，０９１万２，０００円で、平成２２年度当初予算と比較しますと４１６万

２，０００円、２．４パーセントの減であります。 
議案第２３号、平成２３年度山元町介護保険事業特別会計予算（案）について申し上

げます。 
平成２１年度から第４期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に基づき実施して

おります介護保険事業につきましては、計画の最終年度にあたる平成２３年度も、引き

続き、各種介護サービス、介護予防事業の充実を図り、住み慣れた地域において安心し

て生き生きと生活できるよう支援体制づくりに取り組んで参ります。 
更に、平成２４年度からの第５期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定に向

け、高齢者の実態把握、介護保険給付の現状分析に取り組んで参ります。 
ご提案申しあげます平成２３年度山元町介護保険事業特別会計予算（案）は、歳入歳

出総額１３億２，８１５万円で、平成２２年度当初予算と比較しますと８，８５５万円、

７．１パーセントの増加であります。 
議案第２４号、平成２３年度亘理地域介護認定審査会特別会計予算（案）について申

し上げます。 
本会計は、要介護認定に係る審査の平準化と審査会運営の効率化を図ることを目的に

亘理町と亘理地域介護認定審査会を共同設置する規約を締結し、共同運営しております。 
本会計の運営幹事町は、４年毎に交代することになっており、平成２３年度からは、

本町が幹事町となるため、本会計を設置することにしております。 
ご提案申しあげます平成２３年度亘理地域介護認定審査会特別会計予算（案）は、歳

入歳出総額７０３万８，０００円であります。 
次に、企業会計についてご説明申し上げます。 
人口の減少等から上下水道とも料金収入の増が期待できない状況にあり、企業債の償

還額が経営を圧迫していることから、住民の立場に立って公共サービスの維持向上並び

に更なる経費の削減を図り、効率的な運営管理体制を確保するため、平成２４年度から

包括的業務委託に移行することとし、水道及び下水道事業会計の当初予算において債務

負担行為を設定しております。 
なお、水道と下水道事業会計を併せた包括的業務委託につきましては、他県には事例
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がありますが、本県では初めての取り組みとなります。 
議案第２５号平成２３年度山元町水道事業会計予算（案）について申し上げます。 
水道事業の経営にあたりましては、安全な品質と安定給水の確保に加え、経営の健全

化に取り組んでいるところであります。 
収益的収入では、総額で前年度より１，５６８万８，０００円減の４億９１１万５，０

００円、収益的支出では、前年度より６９２万７，０００円減の３億７，８１２万７，

０００円を措置いたしております。 
次に、資本的収入では、常磐自動車道建設に伴う配水管移設工事等の増により、総額

で前年度より９，３３４万１，０００円増の１億３２万８，０００円、資本的支出では

７，９４６万９，０００円増の２億５，０６７万３，０００円を措置いたしております。 
なお、資本的収入が資本的支出に対して不足する額１億５，０３４万５，０００円は、

損益勘定留保資金等で補てんするものであります。債務負担行為につきましては、先に

説明いたしました包括的業務委託に要する経費について、期間及び限度額を定めるもの

であります。 
議案第２６号、平成２３年度山元町下水道事業会計予算（案）について申し上げます。 

下水道事業の経営にあたりましては、公共用水域の水質保全及び農業用排水の水質保全

に加え経営の健全化に取り組んでいるところであります。平成２２年度において、大平

及び牛橋処理分区の枝線等を整備しましたが、本年度においても継続して牛橋処理分区

の整備を図るとともに、適正な維持管理に努めて参ります。  
収益的収入では、総額で前年度より２，５４１万８，０００円減の５億２，１２３万

２，０００円、収益的支出では４，５２２万５，０００円減の４億６，２０１万８，０

００円を措置いたしております。 
次に、資本的収入では、総額で前年度より６，３６８万８，０００円増の２億３，９

９万１，０００円、資本的支出では４１４万８，０００円減の５億２，９５７万９，０

００円を措置いたしております。 
なお、資本的収入が資本的支出に対して不足する額２億９，０４８万８，０００円は、

損益勘定留保資金等で補てんするものであります。 
債務負担行為につきましては、水洗便所改造資金の融資あっせんに係る利子補給、同

損失補償費用及び山元浄化センター汚泥収集運搬処分業務並びに先に説明いたしました

包括的業務委託に要する経費について、それぞれ、期間及び限度額を定めるものであり

ます。 
続いて、議案第１４号、平成２２年度山元町一般会計補正予算（案）、第１０号につい

て、主な内容等をご説明申し上げます。 
 今回の補正予算（案）は主に国の平成２２年度第１次補正予算であるきめ細かな交付

金を活用し、２３年度当初予算における重点分野の子育て支援や交流拠点整備に繋がる

事業を前倒しし、保育環境整備事業、道路新設改良整備事業及び学校トイレ洋式化事業

並びに社会教育施設芝生化事業を措置しております。 
また、同様に、住民生活に光をそそぐ交付金を翌年度で活用するため地域振興整備基

金への積立措置及び、各目的別経費における事業費確定等による精算措置をするもので
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あります。 
次に、歳出予算について申し上げます。 

 総務費の総務管理費につきましては、各種基金の運用利子増により予算積立を増額す

る経費のほか、住民生活に光をそそぐ交付金を翌年度で活用するため地域振興整備基金

への予算積立措置するものであり、企画費の国土基本図作成委託料については、事業費

の確定により減額するものであります。 
民生費の社会福祉費につきましては、国民健康保険事業特別会計などの特別会計繰出

金について、保険基盤安定制度等事業費の精算による繰出金の措置及び平成２１年度補

助事業精算に伴う返還金の措置であります。地域包括支援センター費については、指定

寄付を活用し、展示用の福祉用具を購入する経費を措置するものであります。 
また、児童福祉費については、きめ細かな交付金を活用し、３保育所の保育環境整備

を図るため、全室のエアコン設置及び飛散防止ガラス入替に要する経費を措置するもの

であります。 
農林水産業費の農業費につきましては、牛橋地区県営かんがい排水事業負担金のうち

事務費相当分が負担金の対象外になったことから減額するものであります。 
土木費の道路橋梁費につきましては、主にきめ細かな交付金を活用し、ＪＲ山下駅及

びＪＲ浜吉田駅の駅に通じる幹線道路、町道浅生原笠野線及び花釜牛橋線の整備に要す

る費用を措置するものであります。また、住宅費については、国の通達により今後の公

営住宅建替えにかかる運用方針が見直しとなったことから、当初計画していた住宅の修

繕計画を変更する必要が生じたため修繕料を減額するものであります。 
 消防費につきましては、町道工事等による支障移転により生じた消火栓修繕及び、移

設工事負担金の額が確定したことから増額するものであります。 
 教育費の教育総務費につきましては、奨学基金の運用利子増により利子積立を増額す

るとともに、小学校費においては、きめ細かな交付金を活用し、未整備となっていた中

浜小学校他２校のトイレ洋式化に要する経費を措置するものであります。また、社会教

育費につきましても、小学校費と同様に交付金を活用し、中央公民館南側広場の芝生緑

化に要する経費を措置するとともに、中学生海外派遣事業補助金については、参加者が

確定したことから減額するものであります。 
 続いて、繰越明許費及び債務負担行為について申し上げます。 
 はじめに、繰越明許費についてでありますが、国の補正予算に係る経済対策等を活用

して実施する、保育所エアコン設置事業、保育所飛散防止強化ガラス入替事業、町道新

設改良事業、小学校トイレ洋式化事業、中央公民館広場芝生緑化事業につきましては、

年度内の事業完了が困難なことから繰り越しをするものであります。 
また、農林水産業費の牛橋地区県営かんがい排水事業負担金につきましては、宮城県

が事業の一部を繰り越したことに伴い、当該事業に係る町負担金について繰り越しする

ものであります。 
次に、債務負担行為につきましては、山元町農産物直売所の指定管理に要する経費に

ついて、それぞれ、期間及び限度額を定めるものであります。 
なお、歳出予算に見合う補正財源としては、確定により増額決定した普通交付税、国



平成２３年第１回山元町議会定例会 

会議録第１日目目 

- 12 - 

庫支出金、財産収入、諸収入等をもって措置するものであり、更に、その財源調整につ

いては、県支出金及び財政調整基金繰入金等の減額をもって対応するものであります。 
以上、ご説明申し上げましたとおり、今回の補正額は、７，５０３万４，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を５３億２，０９３万円とする補正予算、第１０号であり

ます。 
議案第１５号、平成２２年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（案）、第５号

について申し上げます。 
歳出予算の主なものは、本年度の拠出額確定に伴い、高額医療費共同事業及び保険財

政安共同安定化事業の拠出金について増減額措置を行うものであります。 
また、歳入予算につきましては、国庫支出金、県支出金、各交付金等について、確定

及び推計見込額により、それぞれ増減の予算措置を行うものであり、国民健康保険事業

特別会計予算の補正額は３１３万８，０００円を減額し、歳入歳出予算額の総額を２０

億５，９０１万１，０００円とする補正予算第５号であります。 
議案第１６号、平成２２年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（案）、第２号に

ついて申し上げます。 
歳出予算につきましては、宮城県後期高齢者医療広域連合納付金の減額補正を行うも

のであります。 
また、歳入予算につきましては、保険料見込額及び保険料の軽減分に係る一般会計繰

入金の減額措置を行うものであり、後期高齢者医療特別会計予算の補正額は、２，４５

４万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億５，１６３万６，０００円とする補正予算

第２号であります。 
議案第１７号、平成２２年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（案）、第３号につ

いて申し上げます。 
歳出予算につきましては、平成２１年度介護給付費・地域支援事業費の精算による返

還金を措置するものであります。 
 また、歳入予算につきましては、歳出予算の返還金に充てるための介護保険事業基金

繰入金を増額するものであり、介護保険事業特別会計予算の補正額は、１，６２３万５，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２億５，８７４万８，０００円とする補正

予算第３号であります。 
議案第１８号、平成２２年度山元町水道事業会計補正予算（案）、第３号について申し

上げます。 
水道事業会計予算につきましては、収益的収入及び資本的収入において、それぞれ消

火栓に要する負担金を増額措置するものであります。 
今回の補正額は、収益収入を３３万４，０００円増額し、４億２，５４１万円とし、

資本的収入を１４４万４，０００円増額し、総額８４３万１，０００円とする補正予算、

第３号であります。 
議案第１９号、平成２２年度山元町下水道事業会計補正予算(案)(第３号)について申し

上げます。 
下水道事業会計予算の収益的収入につきましては、大口需要者の使用水量減に伴う下
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水道使用料収入及び事業費確定に伴う国庫補助金並びに受託工事負担金を減額措置し、

収益的支出につきましては、修繕費及び委託料を減額措置し、消費税及び地方消費税の

納付が見込まれることから増額措置を講ずるものであります。 
資本的収入及び支出におきましては、建設改良費において請負差金が生じたことに伴

い企業債、国庫支出金及び工事請負費を減額するものであります。 
今回の補正額は、収益的収入を６６０万円減額し、総額５億４，３２０万４，０００

円とし、収益的支出を２１０万円減額し、総額５億４０７万７，０００円とし、資本的

収入を３，２２０万円減額し、１億４，３２０万３，０００円とし、収益的支出を２，

８５０万円減額し、総額５億６８０万８，０００円とする補正予算、第３号であります。 
次に、新規条例議案１件、一部改正条例議案８件、条例外議案２件について概要をご

説明申し上げます。 
はじめに、新規条例議案についてご説明申し上げます。 
議案第３号につきましては、亘理町と共同設置する亘理地域介護認定審査会の幹事町

が本町に移行することに伴い、地方自治法の規定に基づき特別会計を設置するため提案

するものであります。 
次に、一部改正条例議案８件についてご説明申し上げます。 
議案第４号及び議案第５号につきましては、山元町行政組織の再編に伴い、事務の所

管が変更になることから所要の改正をするものであり、議案第６号につきましては、情

報化の進展状況等に対応した情報公開を行うため所要の改正を行うものであります。 
議案第７号につきましては、非常勤職員等の育児休業取得について所要の改正をする

ものであり、議案第８号につきましては、時間外勤務手当の算定条件の変更について所

要の改正をするものであります。 
議案第９号につきましては、子育て支援施策の拡大を図るべく提案するものであり、

議案第１０号につきましては、企業誘致を推進するための指定要件の緩和及び用地取得

助成金等の項目の追加並びに指定業種の拡大を図るため提案するものであります。 
議案第１１号につきましては、企業職員の退職手当の支給制限等を設けるため提案す

るものであります。 
続いて、条例外議案２件についてご説明申し上げます。 
議案第１２号及び議案第１３号につきましては、国営農地再編整備事業による町道の

付け替え及び県道の新設・廃止等の影響により、認定及び廃止の承認が必要となったこ

とから提案するものであります。 
以上、平成２３年第１回山元町議会定例会に提出いたしております議案の概要をご説

明申し上げましたが、各議案の細部につきましては、更に関係課長等に説明させますの

で、よろしくご審議のうえ、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 
議 長（佐藤晋也君）以上で、平成２３年度予算編成方針並びに提出議案の説明を終わります。 

                                             

議 長（佐藤晋也君）日程第４．請願第１号、住宅リホーム助成制度に関する請願を議題としま

す。 

      紹介議員から請願の趣旨説明を求めます。７番、佐藤智之君登壇願います。 
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７番（佐藤智之君）はい。それでは、住宅リホーム助成制度に関する請願書。裏面をご覧くださ

い。 

      １．住宅リホーム助成制度について 

      ２．要旨。近年経済不況が続く中、建設業を取り巻く環境も公共事業の減少や住

宅着工の減少等厳しい状況にあります。年々仕事が減る傾向にある建設業関係への

テコ入れ策として自宅改修の一部を助成する住宅リホーム助成制度を実施していた

だき、町民の生活環境の向上と一般住宅のバリアフリー化と定住促進を資するとと

もに経済的対策として町内産業の活性化及び雇用の創出を図るため地方所有の住宅

を町内業者を利用して修繕、補修及び増築を行う町民に対し、補助金が交付されま

すようお願い申し上げます。なお県内においては、石巻市や加美町がすでに実施し

ております。……以下別紙請願書に基づき詳細に説明した。 

〔請願書は別添のとおり〕 
                                              
議 長（佐藤晋也君）これから、紹介議員に対する質疑を行います。――質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
議 長（佐藤晋也君）質疑なしと認めます。 
                                              
議 長（佐藤晋也君）お諮りします。本請願については、山元町議会会議規則第９１条第１項の規

定によって産業建設常任委員会に付託し、会期中の審査としたいと思います。これにご

異議ありませんか。 
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（佐藤晋也君）異議なしと認めます。 
      よって、請願第１号については、産業建設常任委員会に付託し会期中の審査に付する

ことに決定しました。 
                                         

議 長（佐藤晋也君）以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

      本日は、これで散会します。 

次の会議は、３月８日午前１０時開議であります。 

 

午前１１時３５分 散 会 

                                             


